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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

第 1927号 2010年 7月 10日

し
民
主
党
の
枝
野
幹
事
長
は

「
国
家
公
務
員
の
労
働
組
合

が
支
持
し
て
い
る
の
は
大
部

分
が
共
産
党
さ
ん
。
民
主
党

を
支
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と

述
べ
た
▼
連
合
本
部
に
出
向

き
、
参
院
選
で
支
持
を
受
け

る
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
張

本
人
が
、
こ
ん
な
口
か
ら
出

ま
か
せ
発
言
を
し
た
の
に
は

驚
く
。
共
産
党
の
市
田
書
記

長
か
ら
「
公
共
の
電
波
を

使
っ
て
ウ
ソ
を
つ
い
た
ら
だ

め
で
す
よ
」
と
批
判
さ
れ
て

も
、
同
様
の
発
言
を
繰
り
返

し
た
▼
民
主
党
が
連
合
加
盟

の
国
家
公
務
員
労
組
か
ら
支

援
を
受
け
て
い
る
の
は
紛
れ

も
な
い
事
実
。
事
実
無
根
の

発
言
で
ケ
ム
に
巻
き
、
票
も

カ
ネ
も
「
労
組
丸
抱
え
」
の

選
挙
実
態
を
覆
い
隠
す
姑
息

な
幹
事
長
に
喝
！
喝
！

　

労
働
組
合

の
支
持
を
受

け
て
い
て
公

務
員
削
減
が

で
き
る
か
と

の
指
摘
に
対

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

黒
1
、
3
の
好
手
段
で
白
を

仕
留
め
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　　全国税労働組合「第68回定期大会」を
　次のとおり開催しますので、規約23条
　により告示します。

記
　【日　時】　2010年8月20日（金）〜22日（日）
　【会　場】　アワーズイン阪急
　　　　　　　　東京都品川区大井町1—50—5
        　　　TEL 03（3775）8441　FAX 03(3778)3861
　【主な議題】
　　①　2009年度一般経過報告など
　　②　2009年度決算報告
　　③　2010年度運動方針（案）
　　④　2010年度財政方針（案）
　　⑤　2010年度税研運動方針（案）
　　⑥　役員・中央委員の選出
　　⑦　その他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
　　2010年7月10日

　　　　　全国税労働組合　中央執行委員長　藤平　和良

第68回 定期大会告示
拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

政策（マニュフェスト）政 党 名

国家公務員総人件費２割削減、国の出先機関原則廃止民  主  党

道州制と併せ省庁再々編、国家公務員人件費２割削減自  民  党

「地域主権型道州制」で国家公務員数を半減公  明  党

憲法の定める「全体の奉仕者」の役割果たす条件整備共  産  党

道州制に慎重、透明で民主的な公務員制度改を推進社  民  党

国の出先機関の廃止を進める国 民 新 党

国家公務員の数を大幅削減し、総人件費を3割カットみんなの党

課長級もしくは40歳以上任期付き年俸制を導入する新 党 日 本

道州制を導入し、国の新しいモデルをつくる新 党 改 革

国・地方の公務員の人件費2割削減たちあがれ日本

国家公務員数３分の１減、地方公務員人件費3割削減日本創新党

公務員削減の大合唱に喝！

　公務員の削減や出先機関の廃止は、基本的人権保障など国民
に対する国の責任放棄につながるものです。貧困と格差をなく
すためにも、地方出先機関の拡充など国民本位の行財政確立こ
そが求められています。
　国の役割を外交や防衛、治安などに限定し、くらしや雇用、社
会保障分野などを地方自治体と住民の自己責任としていいので
しょうか。
　「公務員制度、地方分権等に関わる各党の政策」をチェックし
てみました（各党のホームページから抜粋・要約）。

労働条件や権利を守るため反撃しよう 怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒怒
   
歳
以
降
の
給
与
引
き
下
げ

　

■
提
案
説
明
内
容
■

①　
　

歳
代
は
公
務
の
給
与

50

水
準
が
民
間
を
大
き
く
上
回

り
、
特
に　

歳
代
後
半
層
の

50

　

人
事
院
は
6
月　

日
、
国
公
労
連
・
全
国
税
に
対
し
、

23

「　

歳
代
後
半
の
給
与
水
準
を
抑
制
す
る
新
た
な
措
置

50を
早
急
に
検
討
す
る
」
と
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、
重
大
な
制
度
改
悪
で
あ
り
、

即
座
に
撤
回
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。
以
下
、
そ

の
要
旨
で
す
。

給
与
差
は
拡
大
傾
向
が
見
受

け
ら
れ
、
早
急
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

②　
　

歳
代
後
半
層
の
不
均

50

衡
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
俸
給
の
傾
斜
配
分
に
よ

る
方
法
で
は
限
界
が
あ
り
、

　

歳
代
後
半
層
の
職
員
に
焦

50点
を
当
て
た
措
置
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

③　

具
体
的
に
は
、　

歳
代

50

後
半
層
の
職
員
の
給
与
（
現

行
の
俸
給
表
に
定
め
る
俸
給

月
額
等
を
変
更
せ
ず
） 
に
一

　夏季闘争勝利7・28中央行動

　　　　怒りをこめて結集しよう
　
　「不況打開！最低賃金引上げ、公務員賃金改善、国民本
位の予算実現」を求め、3000人規模の中央行動（主催：全
労連・国民春闘共闘・全労連公務部会・公務労組連絡会、
国民大運動実行委員会）が7月28日に実施されます。
　当日は、日比谷野音で総決起集会を開催した後、人事
院・総務省・厚労省・財務省・内閣府前で要求行動を展開
し、人勧に向けた要求実現・給与減額措置の撤回、非常勤
職員の均等待遇実現、旧社保庁職員の分限免職撤回、国
民本位の行財政確立、公務員制度改善等を迫ります。最
後に銀座をパレードし、アピール行動も行います。

定
率
を
乗
じ
、
マ
イ
ナ
ス
す

る
措
置
が
適
当
と
考
え
る
。

　

■
国
公
労
連
の
反
論
■

①　

こ
の
よ
う
な
重
要
問
題

を
、
勧
告
ま
で
1
ヵ
月
と
い

う
時
期
に
提
案
す
る
の
は
過

去
に
例
が
な
い
や
り
方
だ
。

　

内
容
も
、
年
齢
に
よ
る
減

額
措
置
と
い
う
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
給
与
制
度
を
根
底

か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
、

到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
一
定
年
齢
で
給
与
を

減
額
す
る
や
り
方
が
民
間
で

大
勢
で
あ
る
は
ず
も
な
い
。

②　

職
員
は
提
案
を
全
く
知

ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
短
期
間

で
職
員
の
納
得
と
合
意
を
得

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

く
わ
え
て
、
高
齢
期
雇
用

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く

段
階
で
、
そ
れ
と
は
逆
行
す

る
稚
拙
な
提
案
は
到
底
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
層
の
差
別

的
扱
い
は
、
民
間
の
労
働
市

場
に
も
影
響
を
与
え
る
大
問

題
で
あ
り
、
即
座
に
撤
回
を

求
め
る
。

　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

人
事
院
が
「
給
与
決
定
要

素
と
し
て
、
職
務
・
職
責
以

外
に
地
域
等
も
あ
る
が
、
今

回
年
齢
に
着
目
し
、
配
分
の

調
整
方
法
と
し
て　

歳
以
上

56

の
給
与
を
数
％
下
げ
る
」
と

の
提
案
に
こ
だ
わ
り
続
け
た

た
め
、
交
渉
は
打
ち
切
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
公
労
連
は
「
昇
給
抑
制

に
加
え
、
新
た
に　

歳
か
ら

56

給
与
マ
イ
ナ
ス
措
置
が
導
入

さ
れ
れ
ば
職
員
の
士
気
は
ど

う
な
る
の
か
」
な
ど
人
事
院

を
厳
し
く
追
及
し
た
上
で
、

「
高
齢
期
雇
用
の
あ
り
方
に

関
す
る
当
面
の
要
求
書
」（
下

記
）
を
提
出
し
、
誠
意
あ
る

検
討
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

人
事
院
に
提
出
し
た
「
高

齢
期
雇
用
の
あ
り
方
に
関
す

る
当
面
の
要
求
」
で
す
。

１
．
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ

に
つ
い
て

①　

雇
用
と
年
金
の
適
切
な

接
続
が
図
ら
れ
、
職
員
が
公

正
な
処
遇
に
よ
り
可
能
な
限

り
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

定
年
年
齢
を　

歳
に
引
き
上

65

げ
る
。

②　

定
年
年
齢
は
年
金
の
報

酬
比
例
部
分
の
支
給
開
始
に

あ
わ
せ
、
2
0
1
3
年
度
か

ら
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
。

２
．
定
年
延
長
に
伴
う
給
与

制
度
見
直
し
検
討
に
つ
い
て

①　

給
与
制
度
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
民
間
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
と
も
な
り
得
る
公
平

で
納
得
性
の
高
い
仕
組
み
と

す
る
。

②　
　

歳
超
の
賃
金
に
つ
い

60

て
は
、
従
事
す
る
職
務
の
内

容
・
職
責
お
よ
び
蓄
積
さ
れ

た
知
識
・
能
力
・
経
験
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
し
、
ゆ
と

り
あ
る
生
活
が
維
持
で
き
る

水
準
と
す
る
。

③　
　

歳
以
前
の
賃
金
は
現

60

行
水
準
を
維
持
し
、
年
齢
等

に
よ
る
差
別
は
行
わ
な
い
。

３
．
定
年
延
長
に
伴
う
勤
務

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

①　

職
員
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
康
で
意
欲
を
も
っ
て
働

き
続
け
ら
れ
る
よ
う
職
場
環

境
整
備
に
努
め
る
。

②　

加
齢
に
よ
り
就
労
が
困

難
な
職
種
に
つ
い
て
は
、　
65

歳
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
職
域
を
公
務
部
内
に

開
発
す
る
。

③　

職
員
の
自
己
選
択
に
よ

る
多
様
な
働
き
方
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
短
時
間
勤
務
制

度
を
実
現
す
る
。

④　
　

歳
ま
で
の
定
年
延
長

65

が
完
成
す
る
ま
で
の
間
は
再

任
用
制
度
を
併
置
す
る
と
と

も
に
、
希
望
者
全
員
が
雇
用

さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

４
．
そ
の
他

①　

幹
部
職
員
の
役
職
定
年

制
は
、
任
用
原
則
や
平
等
取

扱
原
則
か
ら
み
て
重
大
な
問

題
を
含
ん
で
お
り
、
慎
重
に

検
討
す
る
。

②　

退
職
給
付
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
退
職
手
当
・
企

業
年
金
の
官
民
均
衡
を
前
提

に
当
面
現
行
水
準
を
維
持

し
、
新
た
な
公
務
員
年
金
を

創
設
す
る
よ
う
関
係
部
局
に

強
く
働
き
か
け
る
。

③　

現
行
の
定
年
前
早
期
退

職
特
例
措
置
は
、
適
用
対
象

範
囲
や
割
増
率
等
も
含
め
抜

本
的
に
改
善
す
る
べ
く
意
見

表
明
す
る
。

④　

定
年
延
長
に
よ
る
急
速

な
高
齢
化
や
職
員
構
成
の
歪

み
を
も
た
ら
し
、
新
規
採
用

抑
制
な
ど
で
人
材
育
成
に
支

障
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
定

員
上
の
経
過
的
な
取
り
扱
い

に
つ
い
て
意
見
表
明
す
る
。

高
齢
期
雇
用
に
関
す
る
当
面
の
要
求

人
事
院　
　

歳
代
後
半
職
員
の
給
与
水
準
抑
制
措
置
を「
提
案
」

50
重
大
な
改
悪
で
あ
り
撤
回
申
し
入
れ
る

56国
公
労
連

全
国
税

憾
換

干
干
干
干
干
干
干
干
干
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愚
策
の
書
類
管
理 

　

引
き
返
す
な
ら
今
し
か

【
東
京
・
玉
川
分
会
】

　

他
部
門
で
は
個
々
に
管

理
し
て
い
る
が
、「
台
帳
順

編
綴
」
で
所
得
税
は
特
官
管

理
を
除
き
個
別
管
理
を
放

棄
し
た
。
こ
れ
ま
で
名
寄

せ
、
決
算
書
入
力
・
訂
正
、

カ
ー
ド
挿
入
、
資
料
せ
ん
照

合
で
何
度
も
決
算
書
を
見

な
が
ら
調
査
選
定
を
し
て

き
た
。

　

個
人
分
担
か
ら
共
同
作

業
に
変
わ
り
、
入
力
も
管

運
、
選
定
は
Ｋ
Ｓ
Ｋ
で
と
な

り
、
培
わ
れ
て
き
た
所
得
税

事
務
の
良
さ
が
断
ち
切
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
税

務
行
政
の
根
幹
に
係
わ
る

重
大
な
問
題
だ
。
引
き
返

す
な
ら
今
し
か
な
い
。
元

に
戻
せ
。

大
き
な
謎
！ 

　

増
額
予
算
が
消
え
た

【
近
畿
地
連
】

　

本
当
に
予
算
が
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
非
常
勤
職

員
の
時
給
ア
ッ
プ
に
伴
い
、

平
成　

年
度
の
ア
ル
バ
イ

22

ト
予
算
は　

億
円
か
ら
８

91

億
円
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
大
坂
局
の
署
段
階
に

な
る
と
、「
予
算
は
前
年
の

　

％
し
か
な
い
」
と
当
局
は

75言
い
ま
す
。
８
億
円
は
何

処
に
消
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　
「
東
京
・
関
信
の
都
市
局

に
手
厚
く
配
分
さ
れ
た
の

で
は
？
」「
確
申
期
の
パ
ソ

コ
ン
借
り
上
げ
経
費
に
流

用
？
」
な
ど
憶
測
を
呼
ぶ
大

き
な
謎
で
す
。

中
止
し
て
見
直
し
を

【
北
海
道
地
連
】

　

管
理
事
務
の
ベ
テ
ラ
ン

上
席
は
、「
確
申
期
を
終
え
、

一
元
化
は
無
理
と
の
思
い

を
強
く
し
た
。
最
繁
忙
期

に
は
圧
倒
的
な
人
員
不
足

で
事
務
量
の
シ
フ
ト
が
不

可
能
な
状
態
で
す
。
所
得

税
の
事
務
を
知
り
尽
く
し

た
ベ
テ
ラ
ン
の
キ
ー
マ
ン

が
い
て
、
や
っ
と
乗
り
切
れ

る
の
に
、
繁
忙
期
に
は
Ｏ
Ｊ

Ｔ
研
修
の
余
裕
も
な
く
な

り
後
継
者
を
育
て
る
こ
と

も
不
可
能
。
私
も
育
て
る

気
持
ち
を
捨
て
て
全
部
自

分
で
処
理
す
る
こ
と
で
乗

り
切
っ
た
。
一
元
化
体
制

で
後
継
者
を
育
て
る
の
は

無
理
」
と
話
し
ま
す
。

「
沈
ま
ぬ
太
陽
」
の 

　
　
　

モ
デ
ル
と
酷
似

【
関
信
地
連
】

（
６
月　

日
の
局
長
交
渉
で

11

追
及
し
た
一
幕
）

▼「
残
っ
た
ら
損
だ
。
将
来

を
考
え
た
ら
脱
退
し
て
第

二
組
合
に
移
れ
」と
脱
退
工

作
し
、
そ
の
後
も
差
別
人

事
を
継
続
し
続
け
た
。

▼
優
遇
の
特
権
を
奪
わ
れ

た
ら
、
第
二
組
合
に
残
る

人
が
い
な
く
な
る
。
公
平

な
人
事
で
は
第
二
組
合
の

存
在
意
義
が
な
い
。

▼「
組
合
差
別
に
合
理
性
が

な
い
」と
の
東
京
地
裁
判
決

に
、
そ
の
場
で
会
社
は
即

時
控
訴
。
会
社
が
い
か
に

懲
り
て
い
な
い
か
の
証
左

で
、
良
識
を
持
っ
て
発
言

し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
叩

か
れ
る
だ
け
で
な
く
永
久

追
放
さ
れ
る
。

▼
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
破
綻
し
た
一

因
に
こ
う
し
た
労
務
政
策
、

企
業
内
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
あ

る
。
国
税
当
局
が
Ｊ
Ａ
Ｌ

の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ

う
、
全
国
税
差
別
・
第
二
組

合
優
遇
人
事
を
や
め
る
べ

き
だ
。

〈
解
答
〉
黒
1
か
ら
3
と
打

つ
の
が
好
手
段
。
白
4
に

黒
5
、
7
で
白
死
で
す
。
黒

1
で
4
は
白
3
で
白
生
き
。

ま
た
黒
1
で
3
は
白
4
黒

5
白
7
黒
1
白
6
で
コ
ウ

に
な
り
、
失
敗
で
す
。

「専攻税法研修」日程
【後半の日程】
8／17〜9／2
（13.0日）

【夏季研修】
8／5〜8／16
（8.0日）

【前半の日程】
7／22〜8／4
（10.0日）

研修対象者所属局（所）
研修所名

農水・再チャレンジ組国専採用者

— 札幌 札 幌  

— 仙台 仙 台  

 関信 関信 関 信  

 東京、札幌、仙台 東京、沖縄 東 京  

 名古屋、金沢 名古屋、金沢 名古屋  

 大阪、広島、高松、福岡、熊本 大阪、高松 大 阪  

— 広島 広 島  

— 熊本、福岡 熊 本  

「専攻税法研修」の実施場所

（注）金沢研修所、高松研修所、福岡研修所、沖縄研 
        修支所は実施場所から外す。

非
常
識
に
も
程
が
あ
る

　

配
属
後
1
年
経
過
し
た
国
専　

期
生
、
平
成　

～　

39

19

21

年
度
府
省
間
配
転
者
（
主
と
し
て
農
水
省
）
お
よ
び
平

成　

年
度
中
途
試
験
採
用
者
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
組
）
を

20
対
象
に
し
た
「
専
攻
税
法
研
修
」
を
、
7
月　

日
（
木
）

22

か
ら
9
月
2
日
（
木
）
ま
で
行
う
と
し
、
そ
の
中
で
、

①
8
月
5
日
か
ら　

日
は「
夏
季
研
修（
自
主
研
究
日
）」

16

と
す
る
、
②
学
寮
の
居
室
（
約
9
畳
）
は
2
人
1
室
と

な
る
こ
と
な
ど
を
該
当
者
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
通
知
さ
れ
た
開
催
場

所
・
日
程
等
は
、
研
修
生
の

希
望
等
を
無
視
し
、
当
局
の

都
合
を
優
先
さ
せ
た
も
の
で

問
題
は
多
々
あ
り
ま
す
。

　

第
一
は
、
生
活
場
所
か
ら

遠
く
な
る
研
修
所
で
受
講
を

強
要
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

左
図
の
よ
う
に
、「
国

専
組
」
と
「
農
水
・
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
組
」
に
分
け
、
前

者
は
8
ヵ
所
の
地
方
研
修

所
、
後
者
は
4
研
修
所
に

集
め
た
た
め
、
特
に
「
農

水
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
組
」

受
講
生
は
生
活
面
・
経
済

面
で
過
重
な
負
担
を
強
い

ら
れ
ま
す
。　

　

第
二
は
、
１
年
間
の
研
修

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
の
べ　
43

日
の
研
修
期
間
内
に
8
日
の

休
暇
取
得
を
強
制
す
る
非
常

識
な
日
程
で
す
（
な
お
、
東

京
研
修
所
は
耐
震
工
事
の
た

め
7
月　

日
か
ら
8
月
4
日

26

は
食
堂
が
閉
鎖
）。

　

第
三
は
、「
2
人
1
室
」
と

し
、「
夏
季
研
修
」
中
の
学
寮

滞
在
も
認
め
な
い
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
　

＊　
 　

＊　
　

＊

　

札
幌
局
勤
務
の
受
講
者
か

ら
は
、「
た
っ
た
1
ヵ
月
半

の
研
修
の
間
に
、
夏
季
休
暇

と
年
休
を
取
ら
さ
れ
、
自
費

で
北
海
道
へ
戻
っ
て
こ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
の

怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。

　
「
何
で
こ
の
時
期
な
ん
で

世
界
の
草
の
根
つ
な
ぐ
運
動

　

5
月
2
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
最
大
の
繁
華
街
、
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
に
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
を
」
の
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
日
本
か
ら
参

加
し
た
被
爆
者
、
日
本
原
水

協
の
１
５
０
０
人
を
超
え
る

大
代
表
団
を
は
じ
め
、
1
万

数
千
人
の
人
々
が
翌
3
日
か

ら
開
催
さ
れ
る
「
核
不
拡
散

条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会

議
」
の
会
場

と
な
る
国
連

本
部
に
向
っ

て
行
進
、
解

散
地
と
な
っ

た
国
連
前
広
場
に
は
、
代
表

団
が
運
ん
だ
６
９
０
万
人
余

の
署
名
が
積
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

行
動
に
参
加
し
た
人
々

は
、「
核
兵
器
の
な
い
世
界

を
」
の
願
い
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
会
議

や
国
連
な
ど
国
際
政
治
の
場

に
し
っ
か
り
と
届
い
て
お

り
、「
核
兵
器
廃
絶
が
い
ま
、

地
平
線
の
先
に
見
え
る
」（
潘

基
文
国
連
事
務
総
長
）
こ
と

を
実
感
し
、
確
信
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。

　

行
動
す
れ
ば
、
世
界
は
変

わ
り
ま
す
。

　

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
た

め
の
国
際
行
動
デ
ー
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
の
成
功

を
受
け
、
8
月
2
日
か
ら
開

催
さ
れ
る
原
水
爆
禁
止
２
０

１
０
年
世
界
大
会
は
、
２
０

１
０
年
か
ら
２
０
２
０
年

へ
、
世
界
の
草
の
根
を
つ
な

ぐ
新
た
な
運
動
の
高
ま
り
を

創
り
だ
す
、
希
望
の
大
会
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

し
ょ
う
か
ネ
、
北
海
道
に
戻

る
に
も
交
通
費
は
高
い
し
…

ま
る
で
研
修
や
っ
て
や
る
か

ら
有
り
難
い
と
思
え
と
い
う

感
じ
な
の
か
」
な
ど
不
満
は

収
ま
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
税
は
、
専
攻
税
法
研

修
に
つ
い
て
、
①
沖
縄
を
含

め
た　

地
方
研
修
（
支
）
所

12

で
開
催
し
、
学
寮
は
「
1
人

1
室
」
と
す
る
、
②
時
期
は

早
く
て
も
8
月
下
旬
以
降
と

す
る
（
少
な
く
と
も
今
年
の

開
催
日
は
8
月　

日
以
降
に

23

延
期
）
よ
う
申
し
入
れ
て
い

ま
す
。　

青森県（上）と神奈川県（下）を通過する
「国民平和大行進2010」の隊列

N
P
T
再
検
討
会
議
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動

当
局
の
都
合
優
先
、受
講
生
を
無
視

核
兵
器
の
な
い
世
界
が
見
え
て
い
る

原
水
爆
禁
止

世
界
大
会

専
攻
研
修
の

日
程
と
場
所

　ことしは、飛騨山脈（北アルプス）立山連峰の主要峰・
薬師岳――標高2926㍍に挑戦。重量感のあるどっしりした
姿は、北アルプスの中で随一といえます（上級コースは標
高2840㍍の黒部五郎岳も登ります）。
▼日程　8月5日（木）～7日（土）　
　集合は5日7時30分　折立休憩所前（薬師岳登山口）
　宿泊は「太郎平小屋」(150名収容)
▼定員　40名程度　▼参加費（2泊5食）2万円
▼申込み　「近畿地連・第49回全国税山のつどい」係まで
　電話　06－6941－2169　FAX　06－6941－8987

第49回山のつどいへのお誘い




